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幌と小樽を結ぶ目的というよりは、空知の幌内炭鉱

の石炭を小樽港に輸送することが目的であり、札幌

開業は「部分開業」であった。この例に見るように、

北海道の鉄道の発達は人流よりも物流の確保のため

に発達し、北海道開発による人が住むエリアの拡大

に合わせて、言い換えればそれまでは人のいなかっ

た場所を目指して路線が延ばされた歴史を持つ。

　このような北海道の鉄道の歴史は、人流から見た

ときにはしばしば問題をみせる。すなわち、鉄道を

敷設した理由であった産業が衰退すれば、そこに集

積した人口も減り、物流 ・ 人流共に鉄道の意義を著

しく低下させてしまう。たとえばそれは、炭鉱が典

型的であって、すでに多くの旧産炭地域の鉄道が廃

止されてきた。また、険しい地形を避け、短期間で

鉄道を敷設しようとしたことから、「回り道」の路線

になっていたり、災害に弱い場所を走っていたりす

ることもある。これは、今日では他の交通機関との

競争に不利になったり、大規模災害時の復旧が困難

になる等の課題につながっている。

　国鉄改革を経て、現在、JR北海道は地方の路線の

維持に苦労している。これは何より、北海道の地方の

人口減少とそれに伴う利用者の減少に歯止めがかか

らないことに起因している。さらにそれは、北海道の

主要都市間を結ぶ路線にも及んでおり、地域ローカ

ル輸送のみならず、特急列車が運行されている路線

による都市間輸送の確保にも黄信号が点灯している。

　この問題は、もはや当該地域だけで解決できるも

のではない。インフラの維持に多額の費用がかかる

鉄道を、地方においても維持するためには、これま

での経営手法や考え方では不十分だということが明

らかになっている。これは、こと北海道だけの問題

ではない。すでに JR四国や JR西日本も、地方路線

維持の困難性を明らかにしてきている。地方の鉄道

路線の維持困難は北海道でまず顕在化したが、これ

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

S44 S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

�� �' ���'�Ž�Ž 	Ð�ù�Ì�µ �Ë� �à�”�~�»�«�³�”

�¢
•
��£

0

5,000

10,000

15,000

20,000

S44 S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1


§
+ �ä�í �?
~�Ì�µ

�¢
•
��£

出所：�北海道「2021北海道の交通の概況」（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/5/1/9/0/9/7/6/_/6.pdf）最終参照日2022年５月25日。
なおこの図表のデータは、国土交通省北海道運輸局「数字でみる北海道の運輸」に拠っている。

図表１　道内相互間機関別輸送人員の推移
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は今や日本全体の課題であり、抜本的な制度改革が

必要になってきている。

４．北海道のバスの課題

　北海道のバスは、長らく鉄道の２次交通としての

役割が主であった。それは、道路、特に高規格道路

（高速道路）の発達が他の地域に比べて遅かったこと

に起因している。しかし、高規格道路の開通 ・ 延伸

に伴って、鉄道に対する高速バスの競争力は着実に

増している。この傾向は、今後も続くと考えられる。

　一方で、道外に向けた長距離バスの運行は、津軽

海峡の存在により事実上困難である。日本最長の高

速バス路線は、福岡 ・ 東京（新宿）間であり、片道

で1,000㎞を越える。これは、札幌 ・ 東京間とほぼ同

距離である。このように、他地域においては超長距

離のバスも運行され、交流人口の拡大に役割を果た

しているが、北海道では今のところこれは期待でき

ない。高速バスといっても、あくまで道内のバスを

念頭に置くことになる。

　また、地域のローカルバスに目を転じると、公共

交通の「最後の砦」ともいわれるバスですら、営利

企業の運行では成立しない路線が多々みられるよう

になっている。中には、遠軽 ・ 北見間のようにバス

路線がなく、鉄道でしか行き来できない主要市町村

も出てきている。

　民営バス会社により地域のバスが維持できなけれ

ば、結局は地元自治体がタクシー会社等への委託な

どによって、公営のバスを運行せざるを得ない。こ

の間、道内では札幌市をはじめとして不採算の公営

バスが民間事業者に移管 ・ 移譲されてきたが、それ

らの移管路線でも、経営状況が芳しくなく、自治体

からの補助を得て運行を続けている例もある。公共

交通の最後の砦を守るためには、最後は公費に依拠

してしまうということである。

　鉄道の廃止とバスへの転換は、しばしばセットで

論じられるが、果たしてバスによる運行が、持続可

能な公共交通の維持と同義なのかについては検討の

余地があろう。バスはすでに運転士不足が顕在化し

ており、都市部ですらそれが理由の減便も発生して

いる。環境への配慮も相まって、自動運転や電気バ

スへの注目が集まっているが、自動運転は軌道しか

走らない鉄道の方が技術的には容易なはずだし、そ

もそも鉄道の CO２排出量はバスよりも少ない。

　北海道に限ったことではないが、バスと鉄道との

乗り継ぎも決してよくはない。物理的な乗り換えに

しても、駅の正面にバスが横付けする主要都市の駅

は少なく、駅を出て少し歩かねばならない構造になっ

ているところが多い。諸外国では、駅のホーム上に

バスが乗り入れてドア ・ ツー ・ ドアでの乗り継ぎが

できるところもある。運行ダイヤの面での連携もで

きていないことが多く、運賃も事業者が異なれば「通

し」での運賃になることはまずない。公共交通に乗

りやすくする工夫が重要なのである。

　鉄道かバスか、の選択肢ではなく、これらをまと

めた総合的な公共交通の視点を持たねばならない。

５．北海道の航空路

　道内（県内）の交通機関としてみると、離島便を

除けば道内都市間輸送の一部を航空が担っているの

は北海道の特色といえる。この点から見れば、離島

便を除く道内航空便は、鉄道や高速バスとの関係、

分担を考える必要があることがわかる。

　航空のシェアは、JRやバスと比較すると必ずしも

大きくはない。それはやはり、航空運賃が割高であ

ることが大きな理由であろう。基本的には、道内航

空便はビジネス需要を満たしているということであ

る。その結果、機材はいずれも比較的小型であり、

たとえば修学旅行など規模の大きな団体旅行の利用

には対応できない。オホーツク紋別空港のように、

定期便の運航は１日１便の羽田便のみで、道内便は
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ない空港もある。また、新千歳空港を除く道内各空

港間の航空便も、かつて開設されたこともあったが

いずれも運休、撤退している。道内航空路の整備の

可能性も、他の交通機関との連携を前提に再検討す

る必要がある。

　道内航空路線には、道外航空路線との接続により

観光需要を喚起するという役割もある。道内航空路

線の本数が少ないこともあり、道内外の路線の接続

にあたっては、航空会社の枠を越えた協力も必要と

考えられるが、これも今後の重要な課題といえるで

あろう。

６．観光と交通

　北海道で自然型観光を楽しむとき、リゾートなど

での滞在型観光でなければ、公共交通を使って周遊

するのはかなり難しい。このため、道外からの個人

観光客は、道内に入った最初の空港や新函館北斗駅

で、レンタカーを借りて観光することも多い。

　しかしながら、見知らぬ土地での運転は気を遣う

し、さらにそれが言語の異なる外国では、ストレス

は増す。レンタカーに依拠した観光は、個人旅行客

を呼び込もうとする北海道観光のハードルの１つに

なり得る。

　北海道の公共交通機関の発達の歴史と経緯をみた

とき、日常利用や都市間輸送のいずれの役割のもの

であっても、それを観光に直接に利用することが難

しいことがわかる。むしろ、観光の目的で公共交通

機関が設定されていないといってもよい。

　これは、単に既存の公共交通機関の本数を増やす

ことでは、観光に有用な公共交通が実現するわけで

はないことを意味する。むしろ、各観光ポイントを

結ぶ「ルート」を提案し、その間の交通機関の乗り

継ぎを至便にする努力が必要であろう。これは、

MaaS（マース）の考え方とも一致する。ただし、日

本ではMaaSがあたかもスマホアプリの開発のよう

に捉えられている感があるが、重要なのは鉄道、バ

ス、航空といった交通モードや会社の違いを超えて

シームレスな移動ができるような乗り継ぎができる

ように路線ダイヤを組む協力ができるかどうかなの

である。

　さらには、交通機関そのものが観光の目的になる

ような仕掛けも必要である。観光列車はその１つで

あるし、スイスの登山鉄道は、それ自体が観光資源

になっている。しかし、日本にはそのような「観光

鉄道」の例はほとんどない。極論すれば、自然型観

光が主の北海道観光では、羊蹄山や日高山脈に登れ

る鉄道やロープウェイ等の新たな整備があってもよ

いのではないか。交通機関で観光資源を造ることも

できるのである。

　次回は物流に目を転じてその課題を探る。

図表２　観光客が利用する道内交通機関

道内客 道外客 外国人客

道内移動交通

《日帰り客》
□自家用車	 （76％）
□レンタカー	（  1％）
□鉄　　道	 （  9％）
《宿泊客》
□自家用車	 （71％）
□レンタカー	（  6％）
□鉄　　道	 （10％）

□鉄　　道	 （43％）
□レンタカー	（28％）
□路線バス	 （23％）
□タクシー等	（17％）
□観光バス	 （16％）

□鉄　　道	 （62％）
□路線バス	 （37％）
□観光バス	 （35％）
□タクシー等	（19％）
□レンタカー	（16％）

出所：�北海道観光振興機構「令和元年度北海道来訪者満足度調査報告書　概要版」（https://statistics.visit-hokkaido.jp/wp-content/
uploads/2022/03/ 令和元年度北海道来訪者満足度調査報告書概要版 .pdf?version=20220302）最終参照日2022年５月25日
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新冠町

　新冠町は北海道日高地方の中心部に位置し、太平

洋に面しているため、夏は涼しく冬は降雪量が少な

く、冷え込みも穏やかでとても過ごしやすい気候で

す。人口は約5300人、軽種馬産業が盛んな町です。

新冠町聴体験文化交流館（レ・コード館）

　誰もが心に“かけがえのない音”を持ち、どんな

に時代が移ろうとも色あせることのない“音”があ

ります。どんなにテクノロジーが進んでもいささか

も変わらない“音楽”があります。そんな“音”が

いつも鳴り響いている空間。訪れる人々の心に、忘

れかけていた“音”を鮮やかによみがえらせる空間

として、全国から寄贈された100万枚のレコードが収

蔵されたレ ・ コード館では、懐かしのレコードの音

色が響き渡っています。

　寄贈されたレコード。その一枚一枚には、持ち主

の想い出が、人生のドラマが込められています。そ

のレコードを大切にする心を、館のすみずみにまで

反映させたいと考え、レ ・ コード館は建物全体を一

枚のレコードとプレーヤーに見立てたデザインとなっ

ています。また、館内でも至るところに、緩やかな

カーブを描くデザイン、同心円が優雅なハーモニー

を描くデザインも取り入れられています。あたかも

“かけがえのない音楽”が、ゆったりと音の波紋を広

げ、その芳醇な調べを心に染み込ませる空間となっ

ています。600枚以上のレコードジャケットが展示さ

れた交流の広場に足を踏み入れた瞬間から、なぜか

心がやすらぎ、胸があつくなるような懐かしさを感

じることができます。

「レ・コード」という町づくりのコンセプト

　「レ ・ コードと音楽によるまちづくり」を推進す

る、新冠町の中核施設であるレ ・ コード館。RECORD

の RE（レ）には「再び」、CORD（コード）はラテ

ン語で「心」という意味があります。

　この様な意味合いから「レ ・ コード」と表記し、

「わすれかけている大切なものに帰ろう」、「心の記憶

を呼び覚ます」というような意味を持たせています。

従って、「レ ・ コードと音楽によるまちづくり事業」

レ・コードと音楽によるまちづくり
～新冠町聴体験文化交流館（レ・コード館）　北海道新冠町～

小　室　直　樹 新冠町教育委員会社会教育課

《交流の広場》
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とは、単にレコードを収集することを目的にするの

ではなく“人々の思い出や心”を新冠に集めようと

する町づくりです。

レ・コード館建設のきっかけ

　はじまりは「一枚のレコード」という新冠町内の

音楽愛好家達の「レコードをこのままにしておくと

散逸してしまい、貴重な歴史的価値のある音楽文化

が間違いなく消滅する。今、消え去ろうとしている

レコードを世界的規模で集めて町づくりができたら、

きっと文化の香りの高い町が造られるだろう。それ

は21世紀に生きる子どもたちのためにも、すばらし

いだろう。」という発想でした。

　平成元年（1989年）頃は、音楽業界では大手レコー

ド会社の新譜は CDが主流を占め、レコードの生産

が打ち切られようとしていた時期です。

　また、当時の竹下内閣による“ふるさと創生事業”

として全国の地方自治体に一億円が配布され、地域

独自の個性的な町づくりが求められた時期でもあり、

新冠町においても、新たなまちづくりを模索しはじ

めた時期でもありました。

　この様な情勢の中で、町内音楽愛好家達の“レコー

ドを数限りなく集めて、新冠町をレコードのメッカに

する”という発想が行政に取り上げられ「レ ・ コー

ドと音楽による町づくり事業」としてまとめあげら

れ、平成３年度には国土庁の「過疎地域活性化推進モ

デル事業」に指定され、いよいよ夢の実現。レ ・ コー

ド館建設に向けてスタートすることとなったのです。

究極のサウンドシステムを搭載した�
『レ・コードホール』

　レ ・ コードホールには世界でも類をみない、最高

グレードのスピーカーシステムが設計されています。

搭載されているのは国内でも最大級の「オールスト

レートホーンスピーカーシステム」。

　このスピーカーシステムは、日本を代表するスピー

カー技術者である後藤精弥氏に依頼し特別に制作し

ていただき、長さ3.4ｍ、開口部1.7ｍという巨大な低

音ホーンの中に、中低音 ・ 中高音 ・ 高音の３つの音

域のスピーカーユニットを組み込んだ４WAYユニッ

トと呼ばれるシステムであり、音を立体的にお聴き

いただくことができます。

　また、このスピーカーから流れる音楽は圧倒的な

迫力と臨場感はもちろんのこと、その巨大な外観か

らは想像もできないデリケートで優美な調べを再生

することができます。

　このスピーカーと地盤から直接コンクリートで立

ち挙げた基盤を持つプレーヤー、理想的な残響を持

《レ ・コードホール》 《オールストレートホーンスピーカー》
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つリスニングルームとの相性は抜群。最高のサウン

ドを心ゆくまで堪能できます。

　レ ・ コードホールでは１時間に一度、参加者から

のリクエストを中心に、20分間のレコードコンサー

トが開催されます。レコード特有のアナログサウン

ドが醸し出す、ビロードのように滑らかな肌ざわり

の音楽、どっしりとした存在感のある音楽を、最高

グレードのスピーカーシステムでお聴きいただくこ

とができます。

貴重な文化遺産、�
レコードの歴史がつまった『ミュージアム』

　レコードという存在は、それ自体プラスチックの

円盤にすぎません。しかしそれは、人類全体にとっ

て、20世紀の音楽の絶頂期を記録した貴重な文化遺

産となりました。その中には、クラシック、ジャズ、

ロック、ポップスをはじめ、世界中の音楽の鼓動が、

ぎっしりと詰まっています。ミュージアムにはそん

なレコードの歴史、希少な価値のある蓄音機が展示

されています。

　1877年にエジソンが発明した世界最初の蓄音機

「Phonograph」。この円筒式蓄音機に始まるレコード

の歴史は、音響テクノロジーにおける発明の歴史で

もあります。各国の発明家や技術者がアイデアを競

い、より良い「リアルサウンド（真実の音）」のため

に蓄音機の改良、そして音の録音媒体も錫箔から蝋

へ、蝋から硬貨ゴムへと移り変わっていきました。

　レ ・ コード館のミュージアムでは、そんな偉大な

発明家たちによるレコードの歴史、発明された蓄音

機を、精巧に作られたレプリカと、現在では世界中

で数点しか確認されていない貴重な現物の蓄音機の

展示により、数えきれないほどの発明秘話や人間ド

ラマを堪能することができます。

　また、ミュージアムの奥に足を進めると、年代ご

とにその年のレコード大賞受賞曲や流行曲を一目で

見ることができる「想い出の坂」、懐かしの蓄音機が

立ち並ぶ「蓄音機ギャラリー」など“当時の記憶を

振り返る（レ ・ コード）”ことができる博物館となっ

ています。

膨大なライブラリー『レコードバンク』、�
リラックス空間『リスニングブース』

　“かけがえのない想い出”100万枚のレコードたち

がたどりついた、やすらぎの場所である「レコード

バンク」。全てのレコードは、最適な温度と湿度でコ

ントロールされ、データベースをもとに、曲目、アー

ティストはもちろん、クラシックやジャズでは演奏

家別に探し出すことができます。また、寄贈者別に

もデータ管理をおこなっているため、自分の“想い

出”達に再会することもできます。そして、保管し

ているレコードは、レコードを愛する人々の共有財

産として、最高グレードのオールストレートホーン

スピーカーシステムを備えた「レ ・ コードホール」

や鑑賞用の「リスニングブース」で楽しむことがで

きます。

　「リスニングブース」は１名様から３名様までご利

用できる個室となっており、貸切のブースでリラッ

クスしながら、お好みのレコードと素敵な時間を過

ごすことができます。

《ミュージアム》
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レ・コード館のシンボル『優駿の塔』

　優駿の塔。高さ36ｍの展望塔に立つと、まさに東

西南北360度、新冠町のパノラマが展開されます。遥

かにそびえる日高山脈、その手前に広がるサラブレッ

ドたちのふるさと、振り向けば、太平洋の大海原に

波のきらめきが走ります。これらの風景の上には、

どこまでも澄みわたった青空が続いています。四季

折々の自然のうつろいの中で、人々の暮らしは、ゆ

るぎないリズムを刻んでいます。

　レ ・ コード館という個性豊かな“場所”が生まれ

た背景には、この風土が深く関わっています。サラ

ブレッドは、自然と人間が力を合わせて創造した、

最高の芸術品といわれています。明治の初めから、

わが国を代表する名馬を数多く育ててきた新冠町で

は、馬を育てることそのものが一つの文化です。

「レ ・ コードと音楽によるまちづくり」は、20世紀の

偉大な文化遺産であるレコードを世界的なスケール

でコレクションしようという夢から始まり、レ ・ コー

ド館という形で実を結びました。大いなる日高の風

土に根を張って、サラブレッドという“芸術と文化”

を育んだ心が、今、新しい文化を生み出しています。

だからこそ優駿の塔は、サラブレッド文化の息吹で

あり、レ ・ コード館のシンボルでもあるのです。

アクセスマップ

新冠町聴体験文化交流館　レ・コード館

〒059-2402 北海道新冠郡新冠町字中央町１番地の４
TEL：0146-45-7833　FAX：0146-45-7778
E-mail：record01＠ cocoa.ocn.ne.jp

【ミュージアム／レ・コードホール入場料】
　一般：300円　 高校生：200円　 小・中学生：100円
　リスニングブース（午前10時～午後５時）：１時間 400円
　� ※30分延長ごとに 200円
　レ・コードホール（午後５時～午後９時）：１時間 3,700円
　（貸　切）� ※30分延長ごとに 1,200円
【開館時間】
　レ・コード館　　　　　　　　：午前９時～午後９時
　ミュージアム・レコードホール：午前10時～午後５時
　図書プラザ　　　　　　　　　：午前10時～午後６時
【休館日】
　�毎週月曜日（祝日と重なるときは翌日）／祝日の翌日／�  
12月30日～１月５日

《リスニングブース》

《レコードバンク》
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　青森県はりんご生産量日本一を誇り、味 ・ 見た
目などに優れたりんごの産地として世界的にも高
い評価を受けているが、それは本県の気候風土が
たまたまりんごの生育に適していたからではない。
本来りんごの生育が難しいこの豪雪地帯で、明治
以来の先人達が100年以上にわたって栽培方法の試
行錯誤を続けながら、マーケットに支持されるり
んごの品種改良を繰り返してきた結果に他ならな
い。まさに、津軽弁で「分が悪くても途中であき
らめない性質」を意味する「じょっぱり精神」が
成した偉業といえる。生産のみならず、圧倒的な
りんご生産量を背景とし、通年供給体制を担う卸
事業、盤石な出荷体制を担保する運送事業、多様
な食品加工事業など、弘前市を中心に「りんごク
ラスター」とも呼ぶべき産業群が集積し、他の地
域では模倣できない本県の大きな資産となり、今
や県外や海外への移輸出に大きく貢献している。
　そんなりんご王国で、「りんご娘」という地方ア
イドルが地方創生の強力な一翼を担っている。メ
ンバーの芸名は「とき」「王林」「ジョナゴールド」

「彩香」などりんごの品種名を冠し、農業活性化ア
イドルとして活動している。県内での知名度は
100％といわれているが、2016年の国民的コンテス
ト「愛踊祭（あいどるまつり）」での優勝を機に全
国メディアに登場する機会も増えている。
　短期間で解散や活動休止に追い込まれる地方ア
イドルが多い中、「りんご娘」は結成から22年目を
迎える。メンバーの世代交代を重ねながらそのユ
ニット名と楽曲を代々受け継いでおり「りんご娘
プロジェクト」とも呼ぶべき息の長い一大事業だ。
このプロジェクトを支えるのはボランティアで運
営される弘前アクターズスクールだが、無料で地
域の小学生、中学生に歌とダンスのみならず社会
に出た時のマナーやルールなども教えており、こ
のスクール生から「りんご娘」としてデビューす

るメンバーが選ばれる仕組みだ。
　コロナ禍により、本業であるライブパフォーマ
ンスの機会が減ってからは、「半農半芸（能）」と
のキャッチフレーズを掲げ、新たなりんご栽培手
法である高密植栽培に自ら取り組む様子を無料動
画サイトに配信する活動も始めた。高齢化により
減少を続けるりんご生産の現場に、新規参入者を
呼び込むことを目的とする活動であり、りんご生
産者を大いに元気づけているという。
　また、「りんご娘」のファンがこの地で聖地巡り
をする姿を見かけるようになったほか、彼女らの
パフォーマンスを目にした東京の売れっ子作曲家
や映像作家がその活動内容に共感した結果、移住
のうえ芸能活動を共にするなど交流人口の拡大に
も寄与している。
　無料動画サイトで見られる「りんご娘」のミュー
ジックビデオは、街を宣伝する最高のツールにも
なっている。洗練された楽曲やダンスパフォーマ
ンスが繰り広げられる背景は、彼女らが育ったふ
るさとの街並みや言葉を失うほどに美しい桜の情
景だ。この街の魅力を世界中の人々にストレート
に訴え掛けると同時に、そこに暮らす人たちのシ
ビックプライドを醸成している。
　中央でのアイドルビジネスとは全く異質の、経
済の論理だけでは語れない地域の底力に支えら 
れながら、地域にこだわり、「じょっぱり精神」で
20年以上走り続ける「りんご娘」。その原動力と
なっている理念は「りんごのまちから、夢を世界
に届けます……」だ。
　この春も、多くの若者たちが進学や就職を期に
ふるさとを後にした。彼らの多くは言う「ふるさ
とには何もない」と。彼らにそう言わせるのは、
われわれ大人世代の責任だ。ふるさとの魅力やそ
こに暮らす意義を語ってきたのか？　若者の流出
を嘆く前に、今一度考えてみたい。

「りんご娘」を知っていますか？

松　田　英　嗣 あおもり創生パートナーズ株式会社　取締役



〈情報発信〉
2022年４月15日  福島大学「グローバル災害論」講義実施

（講師：ほくとう総研 理事　蓮江忠男）
        　５月18日  八戸講演会（八戸市）

講師： 白水 照之 氏（株式会社日本政策投資銀行地域調査部 企画審議役）
「ウィズ ・コロナにおける地域創生のあり方について」

        　５月26日  ほくとう総研創立30周年記念事業　拡大地域経営研究会
  シンポジウム「地域資源活用事業化イノベーションと成長戦略」

１）基調講演　「眠れる地域資源の発掘による事業イノベーション」
講師：藤本 雅彦 氏（ 東北大学大学院経済学研究科 教授 兼 地域イノベーション研究センター長）

２）パネルディスカッション
パネリスト： 藤本 雅彦 氏（講師）

三輪 　寛 氏（株式会社ワイヤードビーンズ代表取締役）
櫻井 鉄矢 氏（株式会社仙台買取館／株式会社サムライアロハ代表取締役）

        　６月１日  秋田講演会（秋田市）
１）基調講演　「スポーツと地域活性化」
講師：玉木 正之 氏（スポーツライター）

２）パネルディスカッション
パネリスト： 玉木 正之 氏（講師）

水野 勇気 氏（秋田ノーザンハピネッツ株式会社 代表取締役社長）
岩瀬 浩介 氏（株式会社ブラウブリッツ秋田 代表取締役社長）

コーディネーター：桂田 隆行 氏（株式会社日本政策投資銀行地域調査部 課長）
〈総務事項〉
2022年５月30日  第１回理事会

2021年度事業報告 ・決算などを審議しました。
        　６月15日  定時評議員会

2021年度事業報告と決算の承認、評議員 ・理事 ・監事の選任などを行いました。
        　６月15日  第２回理事会

理事長 ・専務理事 ・顧問の選任などを行いました。
〈役員等異動〉（敬称略）
2022年６月15日の評議員会 ・理事会において、それぞれ選任されました。
　【評議員】　　　 　　　　　　　　　　　　　　【理　事】
　 岩村　有広　 二階堂宏樹　　　　　　　　　　伊藤　敬幹（理 事 長）　大滝　精一　 早福　　弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯村　　豊（専務理事）　緒形　秀樹　 蓮江　忠男
　【顧　問】　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　吉春　　　　　  小林　良輔　 柳　　正憲
　 大西　　隆　 桑原　照雄　 渡辺　陽一　　　 泉山　　元　　　　　  齋藤　幹治
　 工藤　豊彦　 高橋　　明　　　　　　　　　 【監　事】粟澤　方智　  坂上　　隆
※評議員 ・佐々木秀明、根本勝則、理事 ・小林正明は退任致しました。

　　　　　　　新型コロナ感染症リバウンド警戒期間が終了した都内は、通勤電車の乗客も心なしか増え
た気がします。一方、これまでも苦しい事業環境にあった地域公共交通の厳しさは、この２
年半で一層加速したように思えます。新幹線や高速道路など「大動脈」は強化されています
が、同時に「毛細血管」たる地方公共交通が元気でないと、国土の持続的発展は望めないの
ではないでしょうか。地方公共交通の最近の動向を特集しましたが、地域課題に前向きに取
り組んでいるみなさまの一助となれば幸いです。

編集
後記

2022年４月～６月

ほくとう総研の活動内容などについてご紹介します。
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